
平成 27 年度 大井川の清流を守る研究協議会総会 

 

 

１．開催日  平成 27 年 7 月 14 日（火）午前 10 時～11 時 50 分 

 

２．場 所  島田市 大井神社 宮美殿（しあわせ） 

 

３．内 容 

大井川流域５市２町（島田市・御前崎市・牧之原市・掛川市・菊川市・吉田

町・川根本町）でつくる「大井川の清流を守る研究協議会」（会長・鈴木敏夫川

根本町長）は１４日、本年度の総会と講演会を島田市の大井神社 宮美殿にて開

催しました。各市町の首長及び議長、担当職員ら 34 人が出席したほか、来賓と

して当協議会相談役である県議会議員のうち、藪田宏行議員、宮城也寸志議員、

河原崎聖議員、大石裕之議員、桜井勝郎議員が出席されました。 

 

総会では、平成２６年度の事業報告及び収支決算、平成２７年度の事業計画

（案）と収支予算（案）が承認されました。事業計画としましては住民対象の

源流部視察会や小学校で開く環境教育出前講座、海岸線の現状確認などを実施

する予定です。 

大井川を取り巻く課題として、今年の１２月末に水利権更新を迎える東京電

力㈱田代ダムの水利権やリニア中央新幹線の建設における大井川の流量問題が

取りざたされておりますことから、今後も流域市町が一体となり情報を共有す

るとともに連携を図っていくことが重要であると再認識されました。 

 

講演会では、講師に静岡県交通基盤部河川砂防局河川企画課 課長 長繩知行

様を迎え、「大井川源流部の水利用を巡る最近の話題について」と題しまして、

大井川の水と水力発電の状況や田代ダムにおける河川維持流量の取組みや放流

開始後のモニタリング調査による河川環境改善効果の検証、次回水利権更新へ

の対応及びリニア中央新幹線建設に伴う環境影響の低減を図るための県の取組

みについて、説明がありました。 

 

 


